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はじめに

• 株式会社スタートラインでは、文脈的行動科学に基づいた支援を目指し、

支援技術の向上のために、さまざまな研究・開発に取り組んでいる。

• 文脈的行動科学に基づく支援手法の一つとして関係フレームスキル（以下、

RFS）訓練がある。RFSは、人間の言語や認知能力の基盤を形成する重要な

要素と考えられており、先行研究において、このスキルを訓練で向上させる

ことで対象者の言語能力や認知機能に肯定的変化があることが報告されて

いる。

• 私達は、RFSの向上が、日常生活や業務において課題を抱える方々への

支援に有効であると考え、オンライン雇用支援サポートシステム「Enable360」

で実施できるRFS訓練を開発した。

• 本発表では、 「Enable360」 を使って、RFS訓練を実施した事例を紹介する。
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RFS(関係フレームスキル）とは？
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刺激等価性・関係フレーム理論について

• 人は、見たこと・聞いたことのない複数の事柄
を様々な関係でつなげていくことができる。

• 人は、実際に体験していない未知の事柄でも、
言葉を通して理解したり、言葉を使ってそれを
表現（表出）したりすることができる。

「行動分析学」からみた
人の認知や言語の仕組みを説明する理論

刺激等価性理論・関係フレーム理論
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事柄を関係づけるスキル

刺激等価性スキル（SES)・関係フレームスキル（RFS)

алим=
=りんご
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SES・RFSの詳細
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BA C

りんご
対称律 対称律

推移律

等価律

алим=
=りんご

алим=りんご

訓練された関係
訓練から派生した関係

SESがあれば、下線部を推測できる。

AがBと同じなら、BはAと同じ（対称律）
AがBと同じで、BがCと同じなら、AはCと同じ（推移律）
AがBと同じで、BがCと同じなら、CはAと同じ（等価律）

同じ 同じ

同じ

同じ
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• 「同じ」でつなぐスキル（SES)を含め、様々なフレーム（関係性）
で事柄をつなぐスキルを「RFS」と呼ぶ
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文脈手がかりの例フレームの種類

「同じ」等位（SE)

「違う」区別

「大きい／小さい」比較

「反対」反対

「～の一部」階層

「前/後」時間

「ここ/そこ」「遠い/近い」空間

「私」「あなた」「ここ」視点

SES・RFSの詳細

表．関係フレームの種類と文脈手がかりの例
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RFSを訓練することによる効果

• RFSには個人差があるが、系統的な訓練によって習得可能なスキルである。
• 非定型発達児及び障害者において、訓練によって未習得のRFSが習得可能である。1)2)

• RFS訓練によって、参加者の認知・言語面において、肯定的な変化がある。
• RFS訓練に参加した自閉症児において、訓練後の知的能力が訓練前に比べて

向上し、その変化は待機群よりも大きかった。3)

• 定型発達児の非言語能力がRFS訓練前に比べて訓練後に向上した。4)

• 定型発達の青年の学力（数学と読解）がRFS訓練後に向上した。5)

• 知的障害者の視点取得スキルがRFS訓練によって向上する可能性が示唆された。6)

訓練によって参加者のRFSが向上することで、間接的に業務や日常生活
の課題解決につながるかもしれない。
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RFS訓練の事例紹介
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参加者と実施の流れ

• 参加者：X社の成人支援スタッフ１名

• 訓練参加のきっかけ：RFSに関する研修を受講し、本人がRFSに興味を持っ
たこと、RFSアセスメントの結果から、本人がスキルの向上を希望したことか
ら、訓練を実施することになった。

• 参加者の課題：業務で不明なことや不安なことがあると混乱してしまい、
感情的になってしまう。未習得スキルに対して回避的な傾向がある。
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事前アセス
メントと打ち

合わせ

• アセスメント

• 今後の訓練の
方針についての
話し合い

訓練実施（刺激等価性）

• PCを用いた日々の訓練

• 研究担当者と参加者の上司、参加者との
進捗確認、業務、訓練の様子の聞き取り（1
か月に１回）

中間アセス
メントと報告

• アセスメント

• これまでの訓練経過
とアセスメント結果の
報告

訓
練
の
継
続

実施の流れ
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実施内容の詳細

• アセスメント

• 弊社研究所で開発したRFSの評価シート「RFSA」を実施。

• 8種類の関係フレームスキル＋複数の関係フレームを組み合わせた

スキルを評価する全9枚のシート（各シート6問）で構成。

• 設問は刺激数と関係の種類・複雑さにより6段階の難易度を設定。

• 訓練

• Enable360を用いたRFS訓練を週2日、1回につき10〜30分程度実施（準備・

片づけ等含む）。

• 正答率が低い課題には対応策や補完方法を提示、100%の正答率になる

まで復習してもらった。

• 行動変化の記録

• 月1回、参加者と上司とのMTGで業務の様子を聴取・記録。
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訓練の実施に用いたシステム：「Enable360」

• 効果的に障害者雇用支援を
実施することを目的に、株式
会社スタートラインで開発した
様々なコンテンツを
搭載できるWEBシステム。

• 「関係フレーム」のコンテンツ
でRFS訓練をオンラインで
実施可能。
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Enable360上で実施できるRFS訓練の課題

• 多くの例題で構成された体系的な見本合わせ訓練を搭載している。

• 複数の見本合わせ課題を組み合わせることで、RFSを段階的に

訓練できる課題構成である。
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搭載課題
種類数

内容項目

20動物・ひらがな・色などを題材にした
見本合わせに取り組める基礎学習

106反射律・対称律・推移律・等価律を
構造別に訓練できる

刺激等価性
（等位）

72等位・反対・比較・区別・階層・視点
の各フレームについて訓練できる

関係フレーム

198計

今回、
参加者が

実施した課題
（反射律は

除く）
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「Enable360」で実施できる見本合わせ課題の例
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画面上部に見本の
刺激が呈示される画面下部に選択肢が呈示

され回答をクリックすると
フィードバックが呈示される

正解を知らせる
フィードバック

不正解を知らせる
フィードバック
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参加者の訓練実施まとめ

• 短時間で多くの試行を実施した。

• 等価律の課題では、反応潜時がもっとも長く、回答の選択ま
でに熟考を必要とした傾向がうかがわれる。

※PC上の課題の実施時間のみの記載。実施のための準備やかたづけなどの時間
は含まれない

テスト試行の
平均反応
潜時（秒）

テスト試行の
平均正答率
（%）

総実施
時間（分）※

総実施
日数

総実施
試行数

総実施
課題数

課題の
種類

3.1692.4791.3213117931対称律

2.4899.2337.15555211推移律

3.4993.70337.6333379363等価律

3.0495.13466.10515486105全体
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つまづいた訓練課題への対応策・補完手段の
提案と結果
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人の絵と感情と場面
をつなげる課題が
苦手だった。

日常場面や業務に
おいて、場面ごとに
人の感情を弁別する
ことを意識するように
促す。

絵と感情を結び付け
やすくなった。

自分の中で、感情の
弁別が曖昧だった
ことに気づいた。

未知の刺激同士を
任意につなげる課題
や、構成が複雑な
課題になると正答率
が下がった。

課題実施中に刺激
のつながりについて
メモをとりながら課題
に取り組むことを
促す。

メモを取り、よく
考えて課題に取り組
むようになり正答率
が上がった。

どの課題でもメモを
とる習慣ができ、整
理しながら課題に取
り組むようになった。

課題へのつまずき
対応策・補完手段
の提案

対応策・補完手段
実施後の結果
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RFSA：関係フレーム別の結果詳細

• 全体の得点は、１回目（35点）より、
２回目（36点）で１点高くなった。

• 回答の傾向に以下のような質的な
変化が見られた。

• 等位・区別・比較・時間の関係フ
レームで得点が向上した。

→ 基本的な関係フレームのスキル
が向上し、日常生活での理解力や
スケジュール管理力の向上が
示唆される。

• 反対・視点取得・階層の関係フレー
ムで得点が低下した。

→ 新たな視点で深く考えるように
なった結果、誤答が増えた可能性が
ある。
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0 1 2 3 4 5 6

複合的

視点取得

空間

時間

階層

反対

比較

区別

等位

関係フレーム別

１回目 ２回目
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RFSA：構造別の結果詳細

• 対称律が2回目で満点であった。

→「AがBならBがA」への派生が定着
した。

→ 日常生活でも応用できている
可能性がある。

• 推移律・等価律・刺激数の多い複
雑な構造の設問では、2回目でもば
らつきが見られた。

→得点が安定しておらず、設問の理
解や派生の定着は不十分であった。

→ さらなる理解や派生の定着を深め
るために追加の訓練や支援が必要
と考えられる。
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0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

等価律（派生形）

推移律（派生形）

対象律（多刺激）

等価律

推移律

対象律

課題構造別

１回目 2回目
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参加者の訓練前後の変化(MTG記録のまとめ）

訓練後（上司の発言）訓練後（本人の発言）訓練前の課題点項目

言語化力や感情表現が向上し、
徐々に言葉で自分の気持ちを
伝えるようになった。自信がつき、
前向きな発言が増えてきた。

少しずつ感情を言語化できるよう
になった。
自分の状態や他者の意図を
考える視点が育ってきた。

感情の弁別と言語化が
困難で、業務中に感情的
になったり、涙することが
あった。

感情・
言語面

報告書の質が向上し、修正が
減少した。メモの取り方や
面談トピックの整理も上達した。

報告書の整理や面談の進め方
（メモの活用、聞くポイントを絞る
など）に工夫がするようになった。
支援に対する理解も深まり、
自信がついてきた。

報告書の質にばらつきが
あり、修正が多かった。
面談のトピックを整理
するのが難しかった。

業務
スキル

新しいことに挑戦する姿勢や、
新しい学びについても、積極性が
見られるようになった。

自己ルールを見直し、助けを
求めながら無理のないペースで
取り組むようになった
新しい技術習得にも、前向きに
なった。

苦手なことへの回避傾向
や焦りが強かった。
新しいことへの挑戦に
消極的だった。

積極性
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まとめと今後

• 業務面や行動面において、前向きな変化が見られた。

• 訓練を通じて、刺激等価性の仕組みや構造を理解し、難しい課題にも

補完的な方法を使いながら取り組めるようになった。

• 訓練により恣意的な関係反応の派生が促進され、新規学習や業務遂行が

容易になった可能性があり、日常生活や仕事への応用の可能性も

示唆された。

• アセスメント結果から、まだ訓練していないRFSについては、習得が不十分

であることが明らかとなった。今後、訓練を継続することで、さまざまなRFS
を身につけ、それらを業務にも活かしていけることが期待される。

• 当研究の限界として、心理・業務面の変化が訓練の直接的効果かは断定

できず、訓練の実践的有効性をより厳密に検討していく必要がある。
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ご清聴ありがとうございました
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